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男子バレーボール北京オリンピック世界最終予選(5月31
日(土)～6月8日(日)東京体育館)において､全日本男子チーム
は､通算6勝1敗でアジア地区1位(出場8カ国中2位)となり､バ
ルセロナオリンピック以来16年ぶりのオリンピック出場を
決めました。

石島雄介選手応援団「まつぶしゴッツ会」も､5月31
日(土)の対イタリア戦､6月7日(土)の対アルゼンチン戦
に試合会場に駆けつけ､総勢150名で大声援を送りまし
た。イタリア戦はあと一歩のところで勝利を逃しまし
たが､勝てばオリンピック出場が決まるアルゼンチン
戦では､石島選手ら若手とベテランとが一体となりフ
ルセットの末激戦を制し､見事「まつぶしゴッツ会」
の前でオリンピック出場を決めました。日本チームの
勝利の瞬間は､全員総立ちで歓声を送り､感動で涙ぐむ
会員の方もいました。石島選手は試合後のインタビュ
ーで､「自分の背番号が16なので､16年ぶりの出場と
いうことに運命を感じます。北京では絶対にメダルを
取って､また皆さんと喜びを分かち合いたいです。」と
オリンピックへの意気込みを語っていました。

6月9日(月)には､石島選手とご家族が役場を
訪問されました。祝福に出迎えた町民の皆さ
んや職員に､笑顔で応えてくれました。
北京オリンピックに臨む石島選手の大活躍

を､期待して応援しています。メダル目指して
がんばれゴッツ！吠えろゴッツ！

(写真提供：(財)日本バレーボール協会)

「たくさんのご声援ありがとうございます。町民の皆さまの声援が､
全日本男子バレーボールチームの力となって､北京オリンピックへ
の切符をつかむことができたと感謝しています。これからもがんば
りますので､応援をよろしくお願いします。」




